
　1992年（平成4年）に設立した株式会社友和商事（代表取締役社長：平山 慎一郎
氏）は、室蘭市・登別市・伊達市を主な供給エリアとしてLPガスの供給、石油・灯油
などの各種燃料の販売、及び住宅設備機器の販売・施工を行っている。古くより都
市ガス導配管の通らない地域の人々の暮らしを長く支えてきた。

株式会社友和商事

　「きっかけとして、まずは第一に守備範囲を広げたかった。ゴールド認定を取り
たいというところにありました」と平山氏は語る。LPWAの登場より何年も前から、
通信機器を使用したガスの検針業務をメーカーと検討していたものの、コスト面
の問題から通信機器を導入するまで至らなかった。LPWAの提案をメーカーより受
けた際、検針業務の効率化、保安の強化が可能であることへ魅力を感じた。その後、
補助金が有効活用できることも追い風となり、ゴー
ルド認定を目指し導入を決定した。2024年12月時点
で顧客件数1,570件中1,132件の設置を終え、全顧客
に占める設置率は72％に到達している。

ゴールド認定取得を目指して導入を決めた背景
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取材に応じてくださった平山氏
（代表取締役社長）



　導入決定後、2023～2024年の設置工事は全て自社の社員で行った。設置作業が始
まったのは秋口になってから。北海道では冬への準備は早くから始まり、顧客の暖
房機器の修理、灯油の販売等が設置工事期間と重なり、作業時間の確保に苦労を要
した。また、山間部など設置箇所によっては、電波強度の高い他機器が出すノイズの
影響により電波環境が悪く、通信不良を起こすこともあった。そんな中でもメー
カーの協力により、良好な設置箇所の選定もでき、電波不良対策を進めることで機
器の設置は無事に終えることができた。
　設置後は、検針業務や開閉栓作業を遠隔で行うことで業務効率が向上。特に、冬場
の検針員の負担が大きく軽減した。「検針業務の負担が少なくなっただけでなく、お
客さまから問い合わせがあった時に、こちらで状況が分かることがありがたい」と
話す平山氏。通信により顧客の状況把握が行いやすくなったことで、保安の強化も
進んだ。
　以前から請求は郵送で行っていたた
め、事務コストも変わらず、全体のコス
トを大きく削減することに成功した。

LPWA導入による業務の効率化と保安の強化

　顧客との対面機会の減少については、展示会や店舗での機器販売を通じて以前
と変わらずコミュニケーションは十分とれているという。
　「高齢化や人手不足の中、導入のメリットは大きい」と平山氏はLPWAの恩恵を
強調した。
　ゴールド認定を目指し、設置率100％を目標に今後も変わらずLPWAの導入を継
続していきたいと話す。また検針業務、保安管理をベースに通信で得られるデータ
を分析の上、機器拡販へのデータ活用をメーカーと共に行っていきたいと意欲を
見せた。

今後通信データを活かしてより顧客へ貢献できる業務を

事務員のみなさん



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


